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Summary

Up on this tin■e,almost all junior sports activities were a part of Physical Education

Or Extracurricular Activities at school. Ho、 vever, year by year this tendency is changing。

The number of student who play and participate in sports in their・ communities is increa―

singo They are participating in many kinds of sports clubs. For example, swimrrling, gyrn―

nastics, baseball, soccer, kendo, and others.

To our regret, sports clubs except in the case at commercial ones, ceare to exist as a

matter of course. So at first, I tried to analyze what problems are crumbling factors in

sports clubs through exarnining the situation of the 」apan Junior Sports Club. And then,

I formulated these basic promoting factors for sports club in the community. The results

are as follows;

1.  Promoting factors are classified according to start― up, upkeep, and development of

sports club and their activities.

2。  X/1ain factors concerning start―up to insure proper instructors and playing areas. And

also,it is very important factor to get member of iuniOr high and senior high school

age for leadership in iuniOr sports clubs.

3.  The main factor of upkeep is to have a clear purpose to indicate the character of

the iuniOr sports club.This factor is a matter connected with the quality of instructor.

Another kind factor under this head is to organize to get as much support as possible

from many outsiders like parents and others in the community.

4。  Factor for developing the iuniOr spOrts clubs is to establish a ne¬w organization to

support one another. It may be likened to a combined organization or networking。
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は じ め に

ジュニアのスポーツについてその隆盛とともに

幾つかの問題提起がなされているが今後どのよう

な方向で育成すべきかを知るために、組織化の進

んでいるスポーツ少年団を対象として考察してい

きたい。この分野における問題は学校 とか地域と

いった活動領域に関係なく指摘されているが、こ

こでは地域におけるジュニア ・スポーツクラブ

(以下、クラブとする)についてとりあげていく。

ジュニアスポーツ (こ こでは、少年団との関係か

らまたヨーロッパ等におけるクラブとの関係から

21歳以下の者を対象としたスポーツとする)は従

来、その大半が学校を基盤として発展を遂げてき

た歴史をもつが、現在ではその比率 こそ明確でな

いにしても地域を基盤とした活動が非常に活発で

ある。伺故地域における活動の台頭がめざましい

のか。その理由 ・要因は地域による特性を含みな

がらも幾つかの共通点を示している。その内、最

も大きく指摘される点は、学校スポーツの歩んで

きた永い歴史の中に見いだされる。スポーツの高

度化特に著しい競技化の進行が、スクール 0アマ

チュアを誕生 させた一方で、スポーツ嫌いあるい

は体育 ・スポーツおちこばれという悪語をも誕生

させたことであろう。この傾向は各種競技会の低

年令層への拡まりに比9‐llし、今や小学校における

活動にまで問題を提起してきている。本来ならば

楽しみを第一義としてなされるはずのスポーツが

学校のためにということで、一部特定の者に牛耳

られる結果となり、教育の本質 ・スポーツの本質

に拘わる論議の対象とされてきた。この傾向はた

だ単に教育行政や学校経営をめぐる問題ではなく

社会全体の問題として取 り組まないと解決は望め

ないだろうが、スポーツ競技会等への、企業を中

心とした第三者の強い介入などについては、体育・

スポーツの分野の対処によって改善されるところ

も多い。いずれにしてもこのような問題を主に抱

えるところから新しい活動基盤として地域が見直

されたことは否定できない。個々のスポーツ権 と

スポーツの本質とを再検討する意味からジュニア・

スポーツの地域への進出は興味深く意義あるもの

といえよう。そこで筆者は、地域にクラブを育成

するためにどのような条件が考慮されなくてはな

らないかについて、発足以来約25年の間に著しく

組織化が進み発展してきた少年団をモデルとして

検討していきたい。

1。育成の考え方

育成のもつ意味は、新しく何かをつくりだし、

それを組織的に一定の水準まで高め、育てること

にあるが、ここでとりあげるクラブにこれをあて

はめ具体的に考えてみると大きく次の三点があげ

られる。第一は、クラブの基本的な単位となる個

即ち構成員の育或、次t でヽ集団即ちクラブの育成、

最後に個々のクラブだ|すでなく地域内や場合によ

ってはブロックヽつ=種 の種織づくりなど中心と

した育成であるこして́ ンいす■にしても育成の主

体がどこにあるt 。ヽま菫,こあるつかが明確でなくて

は育成の意味が全くなくなってしまうことは指摘

するまでもないc

このような育或ε考え方から、地域で活発な活

動のみられる営千:]Tなロョリによるクラブについて

は除外し論じてt くヽこ

図-1        __⌒ _′,

育成の対象 :  毒或員

||

育成のねらい 1 信の育成

2。育成とそれを支える条件

先に示した三種の育成についてより具体的にそ

の内容に触れるとともに、どのような条件が満た

されるならば育成効果が期待できるかについて、

少年団の発展過程を分析、そしてまた少年団指導

者講習会およびリーダー ・スクール参加者を対象

とした調査 (昭和60年実施 )の結果にもとずいて
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考察していく。

1)個 の育成 と条件

クラブにおける活動の主体はあくまでも構成員

個々にあることはいうまでもない。従ってこの個

々をどのように育成 しようとするのかについて充

分な考慮をすることが育成のための最 も基本とな

る条件である。特に対象がジュニアに限定される

場合、ただ単にスポーツ活動を部分的に要求 して

いくだけでは十分な育成は望めないし、そうであ

っては学校をはなれて地域にクラブを育成する意

義の大半が失われる危険性があろう。

成人を対象としたり、競技性を過大に重視する

場合には構成員が各々の立場で満足さえすればよ

いとする育成の考え方 もあるがジュニアにそれを

そのままあてはめることが断じてあってはならな

い。それ故に、クラブ内において個の育成の主体

となる指導者についての育成 (養成 ・研修など)

に関する考慮が第二の育成条件としてあげられるこ

a。育成理念 0活動理念の設定

活動の主体がジュニアであるがために、何故施

域にクラブを結成 し、また発展、組織化をはかろ

うとするのかについて、多 くの角度から明確にお

さえた育成理念が設定され、それをより具体的に

活動理念として表す必要がある。活動理念はlE~々

のクラブの性格づけや活動目的の方向を決定づけ

るので、地域の特性等に十分な注意を払い設定さ

れるべきであろう。スポーツ少年団では、 「平和

への二つの道」 「スポーツの本質」 「スポーツの

効果」 「時代の要求する少年像」そして 「指導の

原理」といった五つの柱からなる育成理念が設け

られている。これらの内容について詳細にふれる

ことは避けるがスポーツの幅広いとらえ方と国際

的な視野に立った考え方が強調 され、特徴づけら

れている。このような理念の明確な設定と、社会

的な要請と動向に敏感に対応できたからこそスポ

ーツ少年団の今日、の発展がみられたとは思うが、

育成及び活動理念の確かな設定こそ第一の育成条

件となり、.::活動の主体をどう育成するかの方向づ

けとなることが指摘できる。

表-1 日本スポーツ少年団
団数と団員数推移

年 度 団 数 団員数

1 9 6 2

1 9 6 3

1 9 6 4

1 9 6 5

1 9 6 6

1 9 6 7

1 9 6 8

1 9 6 9

1 9 7 0

1 9 7 1

1 9 7 2

1 9 7 3

2 2

1 , 3 5 3

4 , 5 2 2

1 0 , 0 0 7

1 2 , 4 2 2

1 4 , 4 0 2

1 6 , 6 7 8

1 6 , 9 6 1

1 8 , 9 9 6

2 2 , 1 8 0

2 1 0 0 7

2 3 6 3 5

7 5 3

36′369

H5, 7 1 4

2 5 9 , 8 0 0

3 2 Z 3 5 1

3 8 5 , 3 1 3

4 2 6 , 0 6 7

4 6 9 , 4 3 3

5 3 1 3 6 3

6 5 0 , 0 1 9

8 0 1 1 9 7

8 9 9 , 3 0 5

年 度 団 数 団員数

1 9 7 4

1 9 7 5

1 9 7 6

1 9 7 7

1 9 7 8

1 9 7 9

1 9 8 0

1 9 8 1

1 9 8 2

1 9 8 3

1 9 8 4

1 9 8 5

3 2 , 9 9 8

3 6 , 8 7 1

* 1 3 , 9 7 4

1 5 , 8 3 1

1 1 2 7 0

1 8 , 5 1 5

20,615

22,372

24,377

25,956

21720

29,490

1 , 0 1 9 , 7 8 3

1 , 1 4 1 7 3 2
* 5 1 3 , 1 9 6

5 3 1 1 2 7

6 0 3′275

651 , 8 2 6

7 3 2 , 6 7 9

8 0 1 1 6 4

8 8 6 , 6 3 4

9 8 2 , 8 5 2

1,044,293

1 , 0 9 5 , 6 7 3

*:有料登録制導入 1986年 5月調

b.指 導者の育成

クラブ内における育成の主体として位置づけら

れる指導者についてどのような育成がなされるヽ

きであろうか。我が国における地域活動の指導者

はほぼbll外なくボランティアとして位置づけられ

ている。スポーツ振興法による体育指導委員制度

も存在するが制定以来約25年の間その実態は形骸

化しているといってよい。このような状況の認識

のもと体育現象を生起させる基本的な条件でもあ

リクラブ内においては育成の主体となる指導者に

ついて育成の方向づけが特に重要である。活動の

主体がジュニアであるがゆえに成人を対象とする

よリー層の配慮が要求 される。スポーツクラブと

はいえ期待される活動は学校の場におけるよりも

っと幅広い教育的配慮が要求 される。従って学校

体育指導者とスポーツ指導者 としての両面の資質

を兼ね備えることが必要最低限の条件として要求

されることになり育成の方向の基点をここに求め

なくてはならない。

最近では営利を目的とし、指導者の確保 もされ

ている民間のスポーツクラブについても教育行政

の立場から伺等かの指導 ・管理をしようとの動き
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があるが、これは地域における住民のスポーツ活

動の活発化を示すと同時に先にも指摘 したような

目的に向かっての見直しであることは言 うまでも

ない。25年の実績をもつ少年団においてもなお幾

つかの問題が提起されている。少年団では発足当

初より団指導者 ・特技指導者 ・育成指導者といっ

た分類のもと、登録された指導者を対象として三

コースからなる養成講習会を実施、指導者として

認定をしている。この推移は表-2に 示されると

おりであるが、指導者相互からもまだまだこの間

題についての追及が不充分であるとの指摘が多く

みられる。これらの多 くは指導者の確保が奉仕精

神に頼 らぎるをえないという地域活動の無力さに

起因するものであるが、組織化の進行に伴い有料

登録制度の導入などによって独自の財源をもち、

物理的な講習会等への参加障害条件 を取 り除 くな

どの くふ うが されている。講習会内容の一bllにつ

いては別表のようになっている。

表-2 年度別登録指導者 ・認定指導者数

年度 登録指導者
A・ B
コース

C
コ ー ス

認定指導者

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

20,348

42,137

54,318

67,901

79,667

89,928

102,922

116,362

127.651

198

181

200

233

210

204

212

210

1,925

2,796

3,186

3,004

3,657

4,596

4,506

5.080

2,123

2,977

3,395

3,237

3,867

4,800

4,718

5。290

1986年 3月 調

表-3 スポーツ少年団指導者養成科目 (中央講習 )

種

別 課 目 内 容 単位
時間
(h)

コー ド

Ｉ
群

・
共
通
課
目

スポーツ少年団育成の意義と原則
単位スポーツ少年団
各級本部の役割と機能
少年期の特性
少年スポーツの指導
安全のための方策
スポーツ少年団活動
スポーツ少年団体カテス ト

講義及び研究協議

講 義 及 び 実 習

２

２

２

２

２

２

２

２

101
102

103

104

105

106

107

108

Ⅱ

群関
。す
育る
成専
・ F]
経課
営目
に

育成母集団つ くり
単位少年団の組織 と経営

講義及び研究協議
2

指導者 ・リーダーの養成 と組織
各級本部の経営

〃
　
〃

2 202

スポーツと法律
社会教育と行政
諸外国の青少年スポーツ

我国の青少年問題
施設 ・用具と管理

〃

〃

〃

〃

〃

２

２

２

２

２

203

Ⅲ
群
・活
動
に
関
す
る
専
門
課
目

カウンセ リング
トレーニングの理論 と実際
プログラミングの理論 と実際
グループワークの理論 と実際
会議 と集いの運営

講 義 及 び 実 習 ２

２

２

２

２

交流活動の実践
遊戯活動の実践
野外活動の実践
文化 ・学習活動の実践
救急法

〃

〃

〃

〃

〃

種目別スポーツの実践 2
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2)集 団の育成と条件

ここで最 も重要な点は、クラブの形成にあたっ

てどのような性格や目的をもたせるのかについて

明確にすることであるが、これについては、1)の

第一の条件の中に含まれるので省く。次いで大 き

な条件はクラブを結成 し、活動を継続 していくに

必要不可欠な施設、用具や指導者などが十分整え

られる可能性を持っている、あるいは既に整えら

れているかについての調査 ・検討である。そして

次には、形成されたクラブが崩壊しないよう構成

員をどのように獲得 し、維持 していくかという集

団形成や維持のための絶対条件に関する検討があ

る。そしてまた、活動の効率を求めるためのクラ

ブの分割や統合といった作用 も、クラブ形成後の

育成条件の一つとしてあげられる。

a。 基礎的条件の整備

体育現象を生起させ存続させるための基礎的な

条件である活動の場を各々のクラブが単独で持つ

という例は、我が国に於いて、営不」を目的とした

クラブを除いてまずみることができず、不可能で

あるといえよう。そこで主として、公営による施

設を中心に検討が進められるのだが、他の団体と

の競合が避けられない例 も多くみられる。育成の

主体が行政のレベルにある場合は比較的容易にこ

こで問題とする条件整備がなされる傾向があり、

現在の体制下におけるクラブ育成の特徴が指摘さ

れている。少年団の場合においても教育委員会と

体育協会との連携が密な地域即ち育成の主体が両

者にまたがる様相を呈したときこのような傾向が

伺えるとの指摘があった。地域におけるジュニア

スポーツについては、文部省をはじめ各レベル教

育委員会 も積極的に対応する姿勢なので特にこの

ような傾向がみられるようである。いずれにして

も、活動を支える基礎となる 「場の確保」をめぐ

って、住民のスポーツ熱の高まりが認められる現

在、同一地域内における適正なクラブ育成数等に

ついて、施設との兼ね合いを考慮のうえ検討され、

行政的な指導がなされるべきではないだろうか。

表-5 主たる活動施設

56年度
0

57年度
0

58年度
の

59年度
0

60年度
0

1.学校施設 72.7 71。9 72.1 68.5 68.5

公営施設
2.(町 体育

館等 )
22.1 22.9 22.9 24.8 24.8

3.テ層鏡議 3。1 3.2 4。3 4.3

4.昆設摯 2.1 2.4 2.4

b。 絶対的条件の確保

集団を形成するための絶対的な条件は、構成員

の獲得とその維持にある。特に今回の対象クラブ

では、少年団に象徴されるように、活動の主体

(構成員の大半 )が小学生にあるのが現状である。

表-6に おいても中学生になるとクラブからの離

脱行動が認められるが、これは我が国だけでなく

他国においても同様な傾向がみられるようである。

現在の子供達について、遊び仲間調査などからの

幾つかの指摘があるなかから、学校の内 ・外を問

わず、異なる年令層との交流が少ないといった報

告のみを例にとっても、地域を基盤としたクラブ

が彼らに果たす教育的な役割の大きさは否定でき

ない。この意味からも同一クラブ内における中学

生以上の年令層の確保が絶対とは言えないまでも

それに近い条件としてとりあげられる。少年団で

はこの年令層に対して、 リーダー制度の導入や国

際交流への参加などのプログラム ・サービスが打

ち出されている。これらの事業は単にこの年令層

の確保に止どまらず、将来の指導者確保をも見越

したもので、組織化の強化につながるものとして

も位置づけられよう。

表 -4 団の活動

56年度
の

57年度
0

58年度
の

59年度
の

60年度
の

1・吾動習 90.6 91.5 91.5 92。1 92。6

2.奮藝留 9.4 8.5 8.5 7.9 7。4
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表-6 団員年齢構成

昭和 60年 度 昭 和 59年 度

1。小学 生
966,131

88.2

918,401

87.9

年
銅

辟
＜・”３

163,238

14。9

157,095

15.0

尿罵馬
802,893

73.3

761,306

72.9

2.中学 生
116,758

10。7

113,519

10。9

小  計
1,082,889

98。9
1,031,920

98。8

3.高校 生
10,168

0.9

9,556

0.9

4。～ 21歳
2,616

0.2

2,840

0。3

上段…人数
下段… %

c.活 動効率をめぐる条件

クラブ形成後、育成が進み安定化が確認 される

と、活動の効率を高めるために育成の力が注がれ

な くてはならない。クラブ内においては分割作用、

表 -7 登録団種目別構成

他クラブとの統合作用などがその考慮対象となる。

これらの作用は、主に構成員数の増減や活動内容

によって、活動効率や活動の質を高めるために強

調されるものであり育成にとって効果的である。

クラブ内 ・外における育成の主体の積極的な考え

方、取 り組み方に負 うところが多いが、強調され

るべき育成条件の一つといえる。少年団において

も、主たる日常活動についての分割作用が多 くみ

られる。表-7に みられる複合種目型は同一クラ

ブ1/N3において複数の種日を年間を通 して並行させ

活動する場合と年間を幾つかの期に分け数種目に

わたる活動をしている場合のニケースを表してい

る。この方法による活動が約 2害J強のクラブでみ

られるわけだが、こlれはここでとりあげる分割作

用がクラブ内においてクラブ育成のためにまた主

とtノて活動の効率を求めて、発揮された例といえ

よう。

60年 度

3,579団(12■%)

2,304団(7.8%)

1,318団(4.5%)

1,241団(4.2%)

1,038団(3.5%)

860団 (2.9%)

597団 (2.0%)

奉法他31種目
2,380団(8.1%)

動tノている複数クラブ相互間の連合的な組織づく

りに関する育成が考えられ心が特に後者について

はジュニアを対象とする場合、力が多く注がれる

べきであろう。他クラブとの交流やI占報交換の必

要性が他に比 ヒノて重要視されるからである。現在
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3)連 合組織の育成と条件

一つの地域内には多種多様のスポーツクラブあ

るいはそれに準ずる集団が同居するが、それら全

てが、それぞれの目的に向かって円滑に運営 され

るような組織づくり、また同趣旨の理念に基づき活

56年 度 57年 度 58年 度

1.複合 種 目型 3,423団(15.3%) 5,698団  (23.4啜フ) 3,071回](11.8%

2.野    球 5,369団(24.0%) 5,129団(21.0%) 6,3181NJ(24.3fち

3 .サ ッ ヵ ― 2,349団(10.5%) 2,460団(10,1% 2,961日l(11.4%

4.剣    道 3,154日1(14.1%) 2,970日](122%) 3,all日|(14.0%

2,0761ヨ(8.0%5.バ レーボール 1,611[ヨ(7.2%) 1,716団(7.0%)

6.ノヾ ヌι「ノト月ド~ル 895[ヨ(4.0%) 1,0441調(4.3%) 1,2571iJ(4.8%

7。ソフ トボール 1,320団(5。9%) 1,377団(5.6%) 1,5481hll(6.0%

8。柔    道 9401ヨ(4.2%) 891団(3.7%) 1,076団(4.1%

9.空    手 5591ヨ (2.5%) 576団(2.4%) 755団 (2。9%

10。卓    球 515団 (2.3%) 497団(2.0%) 602団 (2。3%

H。そ  の  他
水泳他32種目
2,237団(10.0%)

水泳他32種日
2,019団(8.3%)

平行種目他誌種に
2,651団(10,4%

6,285団(21.3%)

6,224団(21■%)

3,644団(124%)

堂 _望聖 f2

生」1翌鴨 _二望

Щ翌些型
≧_Jl翌型整些2
11■望堅__1三2
21__IP里1_■望
望|_翌里上壁 )

塁躍献鍋

)1  796にコ(2.9%)



では教育委員会、体育協会によって組織づ くりが

なされてはいるがその大半が統合機能による紺i織

としてみなされるようである。それぞれσ)、所属

集団の連絡協議会の設置 さえも組織イじされていな

い地域 も多いといわねノる。このような情勢の もと

で一層、同種の活動をするクラブの統合、連絡、

情報交換あるいは時 としてチェック機能をも持 ち

合わせた連合組織が見直 されl″、その積極的な育成

が場合によっては地域内にとどまらず、県、 デ曹

ック、全国 といったレベルまで拡げ考えることがi

のぞまれる。少年団ではこれ らに加 え.て、構成■

の親達が中心 となった後援組織の育成に力をiltヽ

でいる。少年団育成の母集団とtノで 73"2ル(119Sバ

年 1月 現在 )の クラブにおいて組織 さオ1′て|

この組織の役割は、活動の場の確衛l、 リー

指導者の養成や確保などクラブ渾営を'ギ:

プするところにある。地域における活三::li

アの自主性 と指導者の奉仕精神に支ズ_らマi

であるために彼 らなとりまく地域民 や鷲tT‐

達の協力がクラブ運営に欠かけないこ二、

あることをこのこと|ルjl唆tノてtて)と二|´

少年団の調査で もクラブ運営そ|ィて

'「

::::、

指導者はじめ二f供 達の精神的な支た11「=・

ことが報告 されている。また、このti寺 ■

指導者不足の解消に大 きな可能11を■つ

告 もなさオしている。

ま とめ

地域におけるジュニア ・スボ ー`|ノフラIililこ

あたってどのような条件が考慮され、そ 丁 11モ

どのように対処していったらよいかにつt ~ヽ1■
案

した。今回は営利を目的としたものでな (、 | そヽt

までも構成員の自主的な活動が優先されiミ に社1

織化され発展しているスポーツ少年硼を僣|::こあ|デド、

確認しながら考察したが、こ_の例以夕まに1■■11,|ご

は多種多様なクラブがみられるがそれそだlが抱f_

る問題は多く、社会的に注目され́る場曲it,あるc

たしかにその多 くは民間企業に」1って経常 される

競技志1占Jの1壕Fi::こ1豪いクサブに予先力ゞ向けられる

が、営利を卜11向としないずlラ Iブ
｀
において も同様な

批判め対像 となるもCつも多数あることを忘れては

4■)亀11 .ヽこ れ 三,"|:民r資し,最.メtげ)l呼(因は我が国の

スポー ソ`行政や社会教育行政C)遅れにあることは

|::1■いtごt がヽ、非常:ご安易にた人の感覚、都合で

―夕:|れ tt壊 しこい くた.ニ アのためのクラブが

■1■|:1'デ■ら11皮 仁ノ、健1検なジ′ュニア ・スポーツ

IT争 1lfiする1■,|:まどのような条件 を考慮すべ

:| 、 (́1´て
'イ
ちれか らf)育成吟梅:り方、重J点とさ

li tt i成課題に 1)い・
こ
・
整警

'す

ると次のようになるの

青

"夕

)条件 1と 課懸 l汗i動しつI主体の特性に特に

だ春t∴ lI響F 0ゝ)設)れ,争ゴ故1畿城にt'.∴ ア ・スポ

:'ク|'プを考え_4■)か再度母「1確にする必要があ

11) そ́‐れに.[っ くクラIプク)性格、日1幻が偏 りなく

|ll iII:さイ|ろ`‐

育成クつ条件 露と課‐融 :|卜1導者の確保 ・維持。ス

ポーlソが好 き、1等構とい っただけで人材な求める

tt)olよなく、cLり教育的、社会的な資質をも考慮

1/た人,村げ)確憚 ■盤聯レ 五∫11客が されるべ きである。

了rt霜♪密訓′li 3北.言零畷 1構 彙ヽ年1げD確保 ・維持。ク

予;ノ
｀
が地域!亀存静Jりる薫織 を強調するならば、よ

り教育自iブなガ1撃を求ダ)るととが必要である。その

ためには幅広い構成111令になるよう中学生以上の

[ヤ;較的Iti「令層の確保が必、要で|まないだろうか。

育成げ)条件 4と 謝駿 :高 動を支える基礎条件に

[蠅づろi尖言il。殺ilノく1クラブ
｀
を'育が靱ノ́ようとするこ

とに物理離1に無I彎はなもヽだろうかに。ついて検討し

ていくこ_とだが、特に71動ヽに欠か式↓ない施設 '設

(1を沖I確保 て
'き

るん)といっ√ここご1に 1`)しヽて1批1存の他

の無躙 (ヒ
`1)関

係 も考えなか ら検討する必要がある。

」tが国め地域にお1する二′1:´ツ施i識め充1■度は低

く、 ハノ)糧寝1の簿がiが由lf∫縫であるん)について行政

サ・fiギを「11′:ムヽに1ガ1詰11容基準σ》設Iまなども含めて

,1:::1(1)諄:曇通

'I′

l ゞ ・1き'1=:すIるt,

薄成
`,♪

条件i幕と課題 1絡i織づくり゙ 組織イしの確

かな碑::なかみられると、次」ル段階 として同種の活

毎な生'1/.t titt lざ予ブまこど1を 1、|,ダ、地域に存在す

^-13-一



る多種多様な集団 ・クラブをも含めた 「連絡協議

会」 「連合組織」などが考えられなくてはならな

い。また、ジュニア ・スポーツクラブにおいては

構成員の親達が中心として形成 される後援組織

「育成母集団」が設置されることも必要な育成条

件となる。

これら育成の条件 と課題に準ずるものとして、

非常に確かな育成がみられるとクラブ内あるいは

時として他クラブも含めて、活動の効率を求めた

「分割」や 「統合」といった作用も考慮すべきで

ある。少年団などではこの点がもっと強調された

育成が今後の課題ともいえよう。

いずれにしても地域におけるジュニア ・スポー

ツクラブの育成は、なぜ学校を離れて地域に育成

しようとするのかについて、スポーツの本質、個

々のスポーツ権の確認からはずれることなく、明

確な理念設定がなされ、行政や民間体育協会等ス

ポーツ団体との連携そして何よりも地域民の理解

が十分に得 られないと根本から容易に崩れてしま

うといえる。
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